
令和６年度千葉港振興協会他港視察研修報告 
 

本年度の他港視察は、１２月１１日（水）～１２日（木）の２日間、事務局を含め総勢１６名

で仙台塩釜港を中心に実施しました。 

 

１ 視察先の概要 

仙台塩釡港（仙台港区）は、太平洋・仙台湾に面する工業及び商業機能を備えた総合港であ

り、砂浜を開削して陸側に大きく掘り込んだ掘込港湾です。 

宮城県の貿易総額のうち、およそ９割が仙台港区で取引されており、石油タンカーをはじ

め、国際コンテナ船や京浜港（東京・横浜港）を経由する国際フィーダーコンテナ船により、

100以上の国々と結ばれています。また、フェリーや RORO船、自動車運搬船も毎日寄港し、安

定した物流供給が行われています 

  1991年（平成 3年）に国際貿易港として整備計画が決定し、商港としての機能が拡充されて

いったため、仙台都市圏の外港あるいは宮城県および東北地方の物流拠点となっています。 

                        

【ふ頭全体図】 

 

２ 視察結果 

仙台塩釜港湾事務所の担当の方から、【仙台塩釜港の概要】【仙台港区の最新情勢】【使い勝手向上

に向けた仙台港区の環境整備】【これからの展望と取り組み】についてご説明をいただきました。 

概略は以下のとおりです。 

仙台塩釜港（仙台港区）では、コンテナ取扱貨物量の増加に対応するため、平成 29 年度から向

洋地区ふ頭再編改良事業を実施してきました。岸壁の延伸並びに背後用地を拡張して、本年度から

供用を開始しており、コンテナ船の同時接岸数の増加による滞船の解消 ・コンテナ蔵置容量の更

なる増加などの事業効果が表れています。 

高砂コンテナターミナルでは、コンテナ貨物の取扱量増加に伴う混雑の解消と、将来の貨物量増

加を見据え、ターミナル用地を 6ha拡張しました。規模の拡張に加え、実入りコンテナと空コンテ

ナを別々の出入口から搬出入できるよう、トラックゲー トを増設したほか、コンテナをトラック

に積み込むためのトランスファーポイントも増設したことで、スムーズかつ効率的なコンテナの搬

出入が可能となりました。 



 

 

 

  

大震災の教訓を伝えるために設立された「みやぎ東日本大震災津波伝承館」にも立ち寄りました。 

震災の実際の映像や資料が展示されており、その悲劇的な出来事をより深く理解することができ

ました。特に、津波の恐ろしさやその影響を実感できる展示が多く、教育的な側面が強いと感じま

した。 

首都圏直下型地震や津波に対する危機管理意識や体制づくりの参考となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今回の向洋地区ふ頭再編改良事業】 

【研修のようす】 

【津波伝承館での研修】 


